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平成28年9月21日に開催された政府の原子力関係閣僚会議において、今後の高速炉
開発の進め方について、高速炉開発会議を設置し、審議するとともに、「もんじゅ」に
ついては「廃炉を含め抜本的な見直しを行うこと」とし、見直しの検討が行われてまい
りました。その結果、平成28年12月21日、原子力関係閣僚会議が開催され、「もんじゅ」
を含む政府の高速炉開発方針が示されました。

12
月
21
日
、
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
で
示

さ
れ
た
政
府
方
針
は
次
の
通
り
で
す
。

■  

政
府
方
針（
抜
粋
・
要
約
）

高
速
炉
開
発
の
方
針

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
技
術
基
盤
の
維
持
・

発
展
を
図
り
つ
つ
、
高
い
安
全
性
と
経
済
性

を
同
時
に
達
成
す
る
高
速
炉
を
開
発
し
、
将

来
的
な
実
用
化
を
図
り
、
も
っ
て
国
際
標
準

化
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る
。
四
つ
の

開
発
原
則
（
国
内
資
産
の
活
用
、
世
界
最
先

端
の
知
見
吸
収
、
コ
ス
ト
効
率
性
追
求
、
責

任
体
制
の
確
立
）
で
対
応
す
る
。「
も
ん

じ
ゅ
」
の
再
開
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
知
見
は

「
も
ん
じ
ゅ
」
再
開
に
よ
ら
な
い
新
た
な
方

策
で
獲
得
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
10
年
程
度

の
開
発
作
業
の
具
体
化
に
向
け
、「
戦
略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」（
仮
称
）
を
平
成
30
年
目
途
に

策
定
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

も
ん
じ
ゅ
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
方
針

こ
れ
ま
で
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
位
置
づ
け

を
見
直
し
、
原
子
炉
と
し
て
の
運
転
再
開
は

せ
ず
、
今
後
、
廃
止
措
置
に
移
行
す
る
が
、

あ
わ
せ
て
今
後
の
高
速
炉
研
究
開
発
に
お
け

る
新
た
な
役
割
を
担
う
よ
う
位
置
付
け
る
。

こ
の
決
定
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
大
臣
よ

り
原
子
力
機
構
理
事
長
に
対
し
適
切
に
取
り

組
み
を
実
施
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
原
子
力
機
構
は
、「
高

速
炉
サ
イ
ク
ル
の
研
究
開
発
に
関
す
る
今
後

の
運
営
方
針
と
対
応
に
つ
い
て
」（
左
面
上
）

を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
9
月
21
日
の
原
子
力
関
係

閣
僚
会
議
の
決
定
を
受
け
、
国
内
の
高

速
炉
開
発
の
司
令
塔
機
能
を
担
う
も
の

と
し
て
、
新
た
に
「
高
速
炉
開
発
会
議
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
は
こ
れ
ま
で
4
回
開
催
さ

れ
、
今
後
の
我
が
国
の
高
速
炉
開
発
方

針
案
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

■  

第
1
回
会
合

「
高
速
炉
開
発
の
意
義
と
国
際
動

向
」、「
こ
れ
ま
で
の
高
速
炉
開
発
の
経

緯
と
教
訓
」
を
議
題
と
し
て
、
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

■  

第
2
回
会
合

「
高
速
炉
開
発
の
段
階
毎
に
得
る
べ

き
知
見
」
と
「
今
後
の
高
速
炉
開
発
に

当
た
っ
て
の
考
え
方
」
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
常
陽
」「
も
ん

じ
ゅ
」
等
の
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
で
蓄

積
し
た
技
術
的
知
見
に
よ
っ
て
、
実
証

炉
の
設
計
・
開
発
に
着
手
し
て
い
く
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
こ
と
と
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

■  
第
3
回
会
合

「
実
証
炉
開
発
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
」、「
高
速
炉
開
発
の
方
針
の
骨

子
（
案
）
に
つ
い
て
」
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
真
摯

に
踏
ま
え
、
安
全
性
と
経
済
性
の
両
立

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
目
標

を
掲
げ
る
」
と
い
う
方
向
性
や
、
骨
子

に
掲
げ
た
四
つ
の
原
則
（
国
内
資
産
の

活
用
、
世
界
最
先
端
の
知
見
の
吸
収
、

コ
ス
ト
効
率
性
の
追
求
、
責
任
体
制
の

確
立
）
に
つ
い
て
、
概
ね
認
識
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

■  

第
4
回
会
合

「
高
速
炉
開
発
会
議
」
の
下
に
「
戦

略
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、

も
ん
じ
ゅ
再
開
で
得
ら
れ
る
知
見
は

「
新
た
な
方
策
」
で
入
手
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
30
年
を
目
途
に
、
今
後
10
年

程
度
の
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
高
速

炉
開
発
の
工
程
表
）」
を
策
定
す
る
方

針
を
含
む
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
案
」

が
取
り
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。

「もんじゅ」に関する政府方針と
今後の対応について

高
速
炉
開
発
会
議
で
の
議
論

高速炉開発会議メンバー

経済産業大臣	 世 耕 弘 成

文部科学大臣	 松 野 博 一
日本原子力研究開発
機構 理事長　　　 	 児 玉 敏 雄

電気事業連合会会長	 勝 野  　哲
三菱重工業株式会社 
代表取締役社長　 	 宮 永 俊 一
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■  
原
子
力
機
構
の
方
針

高
速
炉
サ
イ
ク
ル
の
研
究
開
発

に
関
す
る
今
後
の
運
営
方
針
と

対
応
に
つ
い
て（
抜
粋
）

原
子
力
機
構
は
、
次
の
通
り
今
後
の
取
組

の
方
針
を
決
定
し
、
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置

を
安
全
か
つ
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

政
府
が
決
定
し
た
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
」

に
基
づ
い
て
あ
ら
た
な
拠
点
化
構
想
へ
の
対

応
を
含
め
た
高
速
炉
開
発
等
に
向
け
た
取
組

を
進
め
、
地
元
経
済
等
の
発
展
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

も
ん
じ
ゅ
廃
止
措
置
の
安
全
か
つ 

着
実
な
実
施

も
ん
じ
ゅ
廃
止
措
置
を
安
全
か
つ
着
実
に

実
施
す
る
た
め
に
、

⃝

平
成
29
年
4
月
を
目
途
に
廃
止
措
置
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
の

際
、
安
全
上
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
観
点

か
ら
、
炉
内
の
燃
料
に
つ
い
て
、
こ
の
廃

止
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
策
定
か

ら
約
5
年
半
で
取
出
し
を
終
了
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

⃝

こ
の
計
画
の
策
定
と
併
せ
て
、
国
内
外
の

英
知
を
結
集
し
て
廃
止
措
置
を
進
め
る
た

め
の
体
制
・
組
織
を
構
築
し
、
保
安
規
定

改
正
と
合
わ
せ
た
早
々
の
体
制
整
備
を
目

指
す
。

新
た
な
拠
点
化
構
想
へ
の
対
応

⃝

我
が
国
の
高
速
炉
サ
イ
ク
ル
研
究
開
発
の

中
核
と
し
て
当
面
は
、
高
速
炉
サ
イ
ク
ル

開
発
に
関
す
る
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

に
つ
い
て
、
機
構
が
蓄
積
す
る
技
術
的
知

見
を
基
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
。

⃝

戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
作
業
に
当
た
っ

て
は
、
高
速
炉
研
究
開
発
部
門
の
組
織
の

再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
高
速
実
験
炉

「
常
陽
」（
茨
城
県
大
洗
町
）
及
び
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
燃
料
第
三
開
発
室
（
茨
城
県
東
海

村
）
の
早
期
運
転
再
開
を
目
指
す
。

⃝

廃
止
措
置
へ
移
行
す
る
ま
で
及
び
廃
止
措

置
中
に
お
け
る
も
ん
じ
ゅ
の
利
活
用
方
策

及
び
ナ
ト
リ
ウ
ム
工
学
研
究
施
設
に
お
け

る
研
究
開
発
計
画
を
検
討
し
、
戦
略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
反
映
す
る
。

⃝
今
後
の
高
速
炉
の
研
究
開
発
や
人
材
育
成

を
支
え
る
基
盤
と
な
る
拠
点
を
茨
城
県
及

び
福
井
県
に
再
構
築
す
る
。

地
元
経
済
等
と
の
対
応

地
元
雇
用
や
経
済
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、

も
ん
じ
ゅ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
原
子

力
研
究
・
人
材
育
成
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
廃
止
措
置
技
術
開
発
等
に
お
け
る
産
学

官
連
携
活
動
を
強
化
す
る
。

地
元
理
解
へ
の
対
応
等

こ
れ
ら
の
今
後
の
取
組
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
適
切
な

規
制
の
下
、 

安
全
確
保
を
第
一
と
し
、
地
元

を
は
じ
め
と
し
た
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

■  

地
元
の
皆
さ
ま
へ

12
月
21
日
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議

に
お
い
て
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
「
も
ん
じ
ゅ
」
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
き
た
地
元
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
、
そ

し
て
国
民
の
皆
様
に
対
し
、
先
ず
は
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
閣
僚
会
議
の
決
定
は
、「
も

ん
じ
ゅ
」
に
お
け
る
過
去
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
経
緯
や
、
東
日
本
大
震
災
以
降

の
新
た
な
規
制
対
応
な
ど
の
最
近
の
情

勢
の
変
化
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
国
と
し
て
判
断
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
重

要
性
を
訴
え
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
運
転

再
開
を
目
指
し
て
改

革
活
動
を
進
め
て
き

た
当
機
構
と
し
て

は
、
所
期
の
目
標
を

達
成
で
き
ず
、
ま

た
、
地
元
の
期
待
に

応
え
ら
れ
ず
、
誠
に

残
念
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
今
後
、
国
内
外

の
先
行
知
見
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

廃
止
措
置
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
安

全
最
優
先
に
着
実
に
実
施
し
、
地
元
の

皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
機

構
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
「
も
ん
じ
ゅ
」

開
発
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
は
じ

め
と
す
る
当
機
構
の
研
究
開
発
成
果
を

今
後
の
高
速
炉
開
発
に
有
効
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、 

定
め
ら
れ
た
「
高
速
炉

開
発
の
方
針
」
に
従
い
、
当
機
構
の
人

材
・
設
備
等
を
最
大
限
活
か
し
て
、
我

が
国
お
け
る
最
先
端
の
高
速
炉
の
技
術

開
発
に
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
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高レベル放射性廃棄物の
有害度を減らすために

「もんじゅ」データを活用した文部科学省の公募研究

もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる

「獅子」をイメージしたもの

放
射
性
廃
棄
物
を
よ
り
効
率
的
に 

核
変
換
す
る
技
術
の
研
究

使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
で
発
生
す
る
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
は
、
数
百
〜
数
千

年
に
亘
っ
て
放
射
線
や
熱
を
発
生
す
る
長
寿

命
の
マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
（
※
１
）
が
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
処
分
は
原
子
力
を
利
用
す

る
上
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
は
核
変
換（
※
２
）す
る

こ
と
で
寿
命
の
短
い
物
質
に
変
え
る
こ
と
が

可
能
な
た
め
、高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
か

ら
マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
だ
け
を
取
り
出
し
、

高
速
炉
で
燃
料
と
し
て
再
度
燃
や
す
こ
と
で

効
率
的
に
核
変
換
さ
せ
る
研
究
が
世
界
中
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
を
効
率
よ
く
核
変

換
す
る
研
究
は
、
処
分
す
る
ガ
ラ
ス
固
化
体

（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
）
の
有
害
度
を

減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
科
省
公
募
に
よ
る 

4
カ
年
計
画
の
産
学
共
同
研
究

現
在
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
文
部
科
学
省
の
公
募
研
究
に
お
い
て

『「
も
ん
じ
ゅ
」
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
ー

ア
ク
チ
ニ
ド
核
変
換
の
研
究
』
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
４
ヵ
年
計
画

で
、
福
井
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、

日
立
Ｇ
Ｅ
、
原
子
力
機
構
が
協
力
し
て
本
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
研
究
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
と
同
じ
型
式

の
原
子
炉
で
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉

を
用
い
て
マ
イ
ナ
ー
ア

ク
チ
ニ
ド
を
核
変
換
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

燃
料
に
よ
り
多
く
の

マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド

を
混
ぜ
る
こ
と
で
効
率

よ
く
核
変
換
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
、
本
研

究
で
は
、
マ
イ
ナ
ー
ア

ク
チ
ニ
ド
の
混
ぜ
る
量

に
よ
っ
て
炉
心
の
特
性

が
ど
う
変
わ
る
か
を
計

算
し
て
、
よ
り
安
全
か

つ
効
率
的
に
核
変
換
を

行
う
高
速
炉
の
炉
心
の

設
計
に
つ
い
て
研
究
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ー
ア

ク
チ
ニ
ド
の
核
変
換
量

や
炉
心
の
特
性
を
精
度

よ
く
計
算
す
る
方
法
を

新
た
に
提
案
し
、
新
し

い
計
算
シ
ス
テ
ム
を
開

発
す
る
こ
と
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
過
去
に「
も

ん
じ
ゅ
」
等
で
測
定
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
で
計
算
精
度
を
向
上
さ
せ
、
今
後
、

高
速
炉
で
ど
の
よ
う
な
運
転
試
験
を
実
施
す

れ
ば
よ
い
か
を
提
案
し
て
、
マ
イ
ナ
ー
ア
ク

チ
ニ
ド
の
核
変
換
量
や
炉
心
特
性
の
高
精
度

な
予
測
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

燃料
ペレット

①「もんじゅ」等で得たデータ（運転データ・性
能試験データ・臨界実験データ）を活用し、炉
心の新しい計算システムを開発します。

②新しい計算システムには、炉心の設計の手法
や、運転した際のマイナーアクチニドの核変換
量等の予測誤差を低減させる手法等を反映し
ます。
③また、高速炉がどのような運転試験を実施す
ればよいかを提案し、マイナーアクチニドの核
変換量等の計算精度の一層の向上を図ります。
④より多くのマイナーアクチニドを燃料に混ぜて
安全に効率的に核変換させることを追求します。

※
１	

マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
…
使
用
済
み
燃
料
に

含
ま
れ
る
ネ
プ
ツ
ニ
ウ
ム
、
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
、

キ
ュ
リ
ウ
ム
等
の
元
素
の
総
称

※
２	

核
変
換
…
原
子
炉
の
中
で
核
分
裂
が
起
き
る

と
き
に
出
る
中
性
子
を
あ
て
る
こ
と
で
、
別

の
物
質
に
変
わ
る
こ
と
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「ふげん」における知識マネジメント
システム構築に向けて

廃止措置技術の知識の共有と利用を目指して

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

廃
止
措
置
に
関
す
る
知
見
を 

次
の
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
15
年
以
上

に
亘
っ
て
廃
止
措
置
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
原

子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
を
安
全
か
つ
効
率

的
に
実
施
す
る
に
は
、
建
設
・
運
転
時
代
か

ら
の
情
報
や
知
見
を
効
果
的
に
活
用
し
、
長

期
に
亘
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続
期
間
を
通

じ
て
、
世
代
間
の
知
識
や
技
術
を
継
承
す
る

方
法
に
つ
い
て
確
立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
学
び
ま
し
た
。

一
方
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

は
、
熟
練
技
術
者
の
引
退
や
若
者
の
原
子
力

離
れ
等
に
よ
る
原
子
力
知
識
の
衰
退
を
回
避

し
、
正
し
い
情
報
や
知
識
、
有
益
な
経
験
や

技
術
等
を
確
実
に
次
の
世
代
に
継
承
す
る
た

め
に
、
そ
れ
ら
を
管
理
す
る
手
法
と
し
て
「
知

識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
※
１
）」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
に
よ
り 

廃
止
措
置
の
知
識
を
組
織
内
で
共
有

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、「
ふ
げ
ん
」

で
は
平
成
27
年
よ
り「
知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
手
法
を
取
り
入
れ
た「
廃
止
措
置
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。こ
れ
は
、今
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
膨
大

な
デ
ー
タ
や
情
報
か
ら
廃
止
措
置
に
必
要
な

も
の
を
抽
出
し
て
体
系
的
な
知
識
と
し
て
整

理
す
る
と
と
も
に
、熟
練
者
の
有
益
な
知
識
・

経
験
・
技
術
等
を
確
実
に
継
承
す
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
本
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
れ

ば
、組
織
や
個
人
が
持
っ
て
い
る
廃
止
措
置

※
１	

知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
個
人
の
持
つ
知
識
や
情

報
を
組
織
全
体
で
共
有
し
、
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
業
績
を
上
げ
よ
う
と
す
る
経
営
手
法

※
２	

オ
ー
グ
メ
ン
テ
ッ
ド・リ
ア
リ
テ
ィ（
拡
張
現
実
感
）

…
仮
想
の
物
体
や
情
報
を
、あ
た
か
も
現
実
の

世
界
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

上
で
表
示
し
、現
実
の
世
界
を
拡
張
す
る
技
術

に
関
す
る
知
識
等
を
組
織
内
で
共
有

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
状
況
の
例
は

次
の
通
り
で
す
。

● 

廃
止
措
置
に
必
要
な
知
識
の
検
索

シ
ス
テ
ム
開
発

平
成
28
年
度
は
、
廃
止
措
置
に
必

要
な
知
識
を
検
索
可
能
な
形
で
整
理

す
る
た
め
に
、「
ふ
げ
ん
」
内
で
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
り
抽
出
し
た
知

識
等
の
情
報
を
分
類
し
、
関
連
付
け

を
定
義
し
、
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
解
体
や
除
染
等
の
廃
止
措
置

作
業
を
確
認
し
た
い
と
き
、
過
去
の

実
績
や
良
好
事
例
を
容
易
に
検
索

し
、
作
業
計
画
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
知
識
の 

「
見
え
る
化
」

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
か
ら
若
手
技
術
者
へ
の

知
識
や
技
術
の
継
承
を
目
的
と
し
た
双
方
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
作
業
ノ
ウ
ハ
ウ
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

い
っ
た
経
験
に
基
づ
く
知
識
や
技
術
等
を
引

き
出
し
、
可
能
な
限
り
「
見
え
る
化
」
す
る

た
め
に
文
書
化
し
、
共
有
化
を
図
る
活
動
も

推
進
し
て
い
ま
す
。

●
先
進
技
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
・
訓
練

本
シ
ス
テ
ム
の
全
体
の
構
築
で
は
、

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
仮
想
現
実
感
）

や
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ッ
ド
・
リ
ア
リ
テ
ィ
（
拡

張
現
実
感
）（※
２
）
等
の
先
進
的
な
技
術
も
取

り
込
み
、
教
育
・
訓
練
等
の
支
援
ツ
ー
ル
と

し
て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
廃
止
措
置
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
、
実
際
の
廃
止
措
置
経
験

か
ら
得
た
実
践
的
な
知
識
を
「
ふ
げ
ん
」
内

で
の
利
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
原
子
力
施

設
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
汎
用
性
の
あ
る

分
か
り
や
す
い
廃
止
措
置
知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

廃止措置知識マネジメント構築の流れ

暗黙知に留まるもの

実践等による継承
5



つるほんだよりつるほんだより
　
レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所
は
、
昨
年
11
月
24
、
25
日
の
２
日
間
に
亘
り
、
設
立
以

来
７
回
目
と
な
る
成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
中
山
敦
賀
副
市
長

を
お
招
き
し
、
県
内
外
の
大
学
や
企
業
な
ど
か
ら
延
べ
72
名
の
参
加
者
を
迎
え
、

こ
の
１
年
間
の
研
究
成
果
な
ど
を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

成果報告会の様子（1日目）

田口敦賀事業本部長
による主催者挨拶

レーザー共同研究所の見学の様子（2日目）

レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所
は
、
平
成
27
年

10
月
の
組
織
改
正
に
よ
り
、
国
際
産
学
連

携
セ
ン
タ
ー
と
統
合
し
て
「
敦
賀
連
携
推

進
セ
ン
タ
ー
」
の
内
部
組
織
と
な
り
、
福

井
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
拠
点
化
計
画

へ
の
さ
ら
な
る
貢
献
を
目
指
し
、
企
業
や

大
学
、
研
究
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
よ

り
強
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
今
回
の
成
果
報
告
会
は
こ
れ
ま

で
の
「
レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所
成
果
報
告

会
」
か
ら
「
レ
ー
ザ
ー
応
用
技
術 

産
学

官
連
携
成
果
報
告
会
」
に
名
称
を
変
え
、

新
し
い
切
り
口
と
構
成
で
開
催
す
る
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
敦
賀
駅
前

の
福
井
大
学
附
属
国
際
原
子
力
研
究
所
の

講
義
室
を
お
借
り
し
、
報
告
会
参
加
者
へ

の
利
便
性
に
も
配
慮
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
田
口
敦
賀
事
業
本
部
長
に

よ
る
主
催
者
挨
拶
の
後
、
基
調
講
演
と
し

て
「
産
学
官
に
お
け
る
レ
ー
ザ
ー
溶
接
研

究
」
を
㈱
ナ
・
デ
ッ
ク
ス
の
片
山
聖
二 

技
術
統
括
フ
ェ
ロ
ー
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
「
産
業
界
と
の
連
携
」、

「
大
学
と
の
連
携
」、「
研
究
開
発
法
人
・

財
団
法
人
と
の
連
携
」
の
３
つ
の
切
り
口

で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
、
外
部
か
ら
の
招

待
講
演
８
件
を
含
め
た
11
件
の
講
演
が

レ
ー
ザ
ー
応
用
技
術
を
中
心
と
し
た
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応

答
で
も
活
発
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
、

産
学
官
連
携
協
力
の
必
要
性
や
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
研
究
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

２
日
目
は
午
前
中
に
当
研
究
所
に
お
け

る
１
年
間
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
敦
賀
地
区
で
の
レ
ー
ザ
ー
応
用

技
術
開
発
や
共
同
研
究
の
一
端
に
触
れ
て

も
ら
う
た
め
、
原
子
力
機
構
レ
ー
ザ
ー
共

同
研
究
所
、（
公
財
）
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
、
㈱
ナ
・
デ
ッ
ク
ス 

レ
ー

ザ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の
３
か
所
を
一
巡

す
る
施
設
見
学
ツ
ア
ー
を
初
め
て
企
画
し

17
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所
の
研
究
開
発

テ
ー
マ
は
、
設
立
当
初
か
ら
基
礎
・
基
盤

的
な
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
も
産
学
官
で

の
積
極
的
な
利
用
を
念
頭
に
置
い
た
、
応

レ
ー
ザ
ー
応
用
技
術  

産
学
官
連
携
成
果
報
告
会

〜
組
織
改
正
に
伴
い
、新
た
な
視
点
で
の
成
果
報
告
を
〜

平成28年度

用
面
を
強
調
し
た
も
の
で
す
。
今
回
の
報

告
会
で
い
た
だ
い
た
産
学
官
連
携
協
力
に

つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
助
言
は
、
レ
ー

ザ
ー
共
同
研
究
所
が
進
め
る
応
用
研
究
を

後
押
し
し
て
い
た
だ
く
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
応
用
に
係
る
研

究
開
発
を
進
め
て
行
く
に
あ
た
っ
て
は
、

産
学
官
、
特
に
モ
ノ
づ
く
り
分
野
と
の
接

点
を
持
つ
業
界
か
ら
の
協
力
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、地
元
福
井
県
の
大
学
、研
究

機
関
、産
業
界
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
た

幅
広
い
分
野
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
、研
究
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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つるほんだよりつるほんだより
　
原
子
力
機
構
で
は
、平
成
28
年
11
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
２
年
５
ヶ
月

間
の
任
期
で
、第
14
次
原
子
力
機
構
モ
ニ
タ
ー・福
井
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
は
福
井
県
全
域
か

ら
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
、
敦
賀
事
業
本
部

の
業
務
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
福
井
県
民
の
皆
様
か
ら
直
接

ご
意
見
を
拝
聴
し
、
業
務
運
営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
８
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
約
１
７

現場見学後の意見交換会

液体ナトリウムを見るナトリウム流動装置

広
聴
活
動

５
０
人
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
14

次
モ
ニ
タ
ー
も
39
名
の
方
に
ご
登
録
い
た

だ
き
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
12
月
６
日
、
14
次
モ
ニ

タ
ー
の
最
初
の
活
動
と
し
て
、「
も
ん

じ
ゅ
」
見
学
会
を
開
催
し
、
25
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
程
で
は
、
映
像
や
模
型
等
を
使
っ
た

概
況
説
明
の
後
に
、
平
成
27
年
６
月
に
竣

工
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
工
学
研
究
施
設
の
見

学
や
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
研
修
棟
で
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
切
断
体
験
や
燃
焼
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
も
ん
じ
ゅ
構
内
で
原
子

炉
格
納
容
器
（
炉
上
部
）
と
中
央
制
御
室

を
ご
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、「
も
ん
じ
ゅ
」「
ふ
げ
ん
」
を

は
じ
め
と
す
る
施
設
見
学
会
や
説
明
会
等

を
実
施
し
、
原
子
力
機
構
業
務
に
対
し
て

ご
意
見
を
拝
聴
で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に

活
動
し
業
務
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま

す
。

ナトリウム工学研究施設の見学

●
十
代
の
頃
会
社
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
で

出
か
け
た
（
前
号
表
紙
の
）
立
石
岬

灯
台
が
懐
か
し
い
で
す
。
マ
ス
コ
ミ

が
よ
く
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

	
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
自
体
が
既
に
破
綻

し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
今
後
、
何
兆
円
の
税

金
を
投
入
す
る
つ
も
り
で
す
か
？

	
 

（
敦
賀
市
）

●
過
去
の
事
故
を
見
直
し
更
な
る
職
場

（
の
状
況
）
を
直
視
し
、
自
営
の
考

え
で
進
ん
で
ほ
し
い
。

	
 

（
三
方
郡
美
浜
町
・
男
性
）

●
年
々
、
福
井
県
に
あ
り
な
が
ら
遠
く

な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

嶺
北
の
人
は
敦
賀
へ
行
っ
て
も
言
わ

れ
な
け
れ
ば
原
子
力
の
気
配
す
ら
感

じ
な
い
と
思
う
。	

（
福
井
市
・
女
性
）

●
原
子
力
発
電
に
携
わ
る
現
場
の
職
員

は
大
変
だ
と
思
う
が
、
日
本
の
た
め

に
強
い
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
励
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。	（
敦
賀
市
・
男
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

ご

意

見

箱

第
14
次
モ
ニ
タ
ー
活
動
ス
タ
ー
ト
、

「
も
ん
じ
ゅ
」見
学
会
開
催
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「
市
街
地
に
活
気
を
！
」
と
い
う 

地
元
有
志
の
声
で
ス
タ
ー
ト

安
倍
晴
明
ゆ
か
り
の
晴
明
神
社
近
く
で
、

月
に
１
回
開
か
れ
て
い
る
「
晴
明
の
朝
市
」。

開
催
日
の
第
３
日
曜
日
に
は
、
多
く
の
人

で
賑
わ
う
敦
賀
で
は
お
な
じ
み
の
朝
市
で
す
。

「
晴
明
の
朝
市
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
４

年
に
地
元
の
名
士
・
清
水
友
吉
氏
が
私
財
で

青
果
市
場
を
建
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、「
晴
明
の
朝
市
」
実
行
委

員
会
の
会
長
を
務
め
る
増
田
一
司
さ
ん
で
す
。

増
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
朝
市
が
行
わ
れ
て

い
る
敦
賀
博
物
館
通
り
は
長
ら
く
敦
賀
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
旧
大
和
田
銀
行
の
創

始
者
・
大
和
田
荘
七
氏
を
は
じ
め
経
済
人
が

集
う
商
業
の
中
心
地
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
戦
後
、
市
の
再
整
備
が
進
む
に
つ
れ

て
商
業
地
は
郊
外
へ
移
行
。
商
店
も
代
替
わ

り
を
機
に
閉
店
す
る
な

ど
し
て
数
が
減
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
再
び
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
、
と
動
い

た
の
が
博
物
館
通
り
商

店
街
の
有
志
た
ち
で
し

た
。
朝
市
を
復
活
し
、

敦
賀
の
中
心
街
に
昔
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

と
、
平
成
12
年
12
月
よ

り
、「
晴
明
の
朝
市
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
勢
い
で
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
最
初

は
テ
ン
ト
も
な
く
店
構
え
も
手
作
り
で
し

た
。
こ
れ
で
本
当
に
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
行
政
が
Ｐ
Ｒ
に
協

力
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想
を
上
回

る
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
前
に
進

め
な
い
ほ
ど
の
人
だ
か
り
で
、
出
品
者
の
品

物
も
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。
我
々
の
方
が

驚
い
た
ほ
ど
で
す
」。

そ
の
評
判
は
口
コ
ミ
で
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
。
地
元
の
商
店
は
も
ち
ろ
ん
、
他
市
町
か

ら
の
出
店
も
増
え
、
農
産
物
や
海
産
物
、
観

葉
植
物
、
屋
台
ま
で
所
狭
し
と
商
品
が
並
ぶ

人
気
の
朝
市
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

存
続
の
危
機
を
経
て
再
開 

20
周
年
を
め
ざ
す

平
成
25
年
６
月
、
博
物
館
通
り
の
電
線
地

中
化
工
事
の
た
め
、
晴
明
の
朝
市
は
一
時
休

止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
朝
市
の
立
ち

上
げ
か
ら
旗
ふ
り
役
と
な
っ
て
い
た
前
実
行

委
員
会
会
長
が
亡
く
な
り
、
一
時
は
朝
市
廃

止
論
も
出
た
と
言
い
ま
す
。

前
会
長
は
朝
市
の
顔
と
も
言
え
る
人
で
、

彼
な
く
し
て
朝
市
は
継
続
で
き
な
い
と
い
う

思
い
が
実
行
委
員
の
間
に
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
せ
っ
か
く
地
域
に
定
着
し
た
朝
市
を

な
ん
と
か
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
市
民

や
行
政
か
ら
あ
り
、
実
行
委
員
会
で
話
し
合

い
、
継
続
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

朝
市
は
平
成
26
年
１
月
よ
り
再
開
さ
れ
、

石
畳
と
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
博
物
館
通
り
に

再
び
活
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
朝
市
の
魅
力
は
売
り
手
の
顔
が
見
え
る

こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
が
で
き

る
時
代
に
あ
え
て
昔
の
対
面
販
売
の
ス
タ
イ

ル
を
再
現
し
た
こ
と
が
、
昔
の
人
に
は
懐
か

し
く
、
若
い
人
に
は
新
鮮
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
増
田
会
長
。

晴
明
の
朝
市
開
催
日
に
は
、
み
な
と
つ
る

が
山
車
会
館
と
紙
わ
ら
べ
資
料
館
が
無
料
開

館
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
、

観
光
促
進
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
晴
明
の
朝
市
は
、
昨
年
12
月
で
17

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

出
店
者
の
高
齢
化
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、「
ま
ず
は
20
周
年
を
め
ざ
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
い
う
地
元
の
熱
い
思
い
が
、
伝
統

の
朝
市
を
今
日
も
支
え
て
い
ま
す
。

⃝

晴
明
の
朝
市

場
所
／
敦
賀
市
博
物
館
通
り

日
時
／
毎
月
第
3
日
曜
日  

8
：
00
～
12
：
00 「晴明の朝市」実行委員会の女性部

がお客さんたちをおもてなしします

「晴明の朝市」実行委員会会長
  増田 一司 さん

生産者と対面し、会話を交わし 
ながら買い物を楽しめるのが魅力

人
と
人
が
対
面
で
交
流
し
、

町
に
活
気
を
。

▲晴明神社周辺の
旧地名は晴明町。
安倍晴明ゆかりの
晴明神社に由来し
ます

晴
明
の
朝
市
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